
八
　
磯
根
資
源
の
研
究

　
水
産
研
究
所
で
取
り
扱
っ
て
き
た
磯
根
資
源
と
し

て
、
採
貝
や
建
網
で
漁
獲
さ
れ
る
魚
介
類
─
ク
ロ
ア

ワ
ビ
、
メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ
、
マ
ダ
カ
ア
ワ
ビ
、
ト
コ
ブ

シ
、
サ
ザ
エ
、
イ
セ
エ
ビ
、
ア
カ
ウ
ニ
、
ム
ラ
サ
キ

ウ
ニ
、
マ
ナ
マ
コ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
南
部
沿
岸
域
で

漁
家
経
営
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
生
物
で

あ
り
、
漁
業
者
か
ら
の
要
望
も
あ
っ
て
、
古
く
か
ら

加
工
や
増
養
殖
を
目
的
と
し
た
試
験
・
調
査
を
実
施

し
て
き
た
。

　
研
究
内
容
の
変
遷
は
、
科
学
技
術
の
発
達
や
社
会

状
況
の
変
化
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
各
時
代
の
漁

業
振
興
に
寄
与
す
る
様
々
な
施
策
を
、
技
術
的
な
観

点
か
ら
支
援
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
大
き
な

流
れ
と
し
て
、
水
産
試
験
場
が
設
立
さ
れ
た
明
治
時

代
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
は
、
食
品
加
工
試
験
や

天
然
資
源
の
生
態
調
査
を
中
心
に
、
移
植
・
増
殖
事

業
や
種
苗
生
産
技
術
に
関
す
る
基
礎
的
な
試
験
が
積

み
重
ね
ら
れ
た
。
昭
和
四
〇
年
代
に
は
種
苗
生
産
技

術
の
開
発
に
力
を
注
ぐ
と
同
時
に
、
人
工
礁
の
造
成

や
周
辺
海
域
の
生
物
調
査
を
併
せ
て
お
こ
な
い
、
放

流
種
苗
や
天
然
資
源
を
高
度
に
利
用
す
る
た
め
の
試

み
が
数
多
く
な
さ
れ
た
。
昭
和
五
〇
年
代
に
は
人
工

種
苗
の
放
流
効
果
の
把
握
、
蓄
積
さ
れ
た
生
物
情
報

を
用
い
た
資
源
管
理
方
策
の
策
定
に
つ
と
め
、
現
在

も
継
続
し
て
い
る
栽
培
漁
業
や
資
源
管
理
型
漁
業
の

礎
が
築
か
れ
た
。
昭
和
六
〇
年
代
以
降
、
現
在
に
至

る
ま
で
は
、
開
発
さ
れ
た
技
術
や
理
論
の
研
鑽
と
検

証
を
お
こ
な
い
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に
則
っ
た
栽

培
漁
業
の
在
り
方
や
持
続
性
の
あ
る
漁
獲
方
法
の
提

言
に
重
点
を
置
い
た
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

�
ア
ワ
ビ
類
に
関
す
る
課
題

　
徳
島
県
に
は
ク
ロ
ア
ワ
ビ
、
メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ
、
マ

ダ
カ
ア
ワ
ビ
、
ト
コ
ブ
シ
の
四
種
類
の
ア
ワ
ビ
類
が

棲
息
し
、
古
く
か
ら
採
貝
漁
業
の
中
心
的
な
漁
獲
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
漁
業
者
自
ら
が
操

業
時
間
や
禁
漁
期
を
設
定
し
、
漁
獲
サ
イ
ズ
や
漁
具

を
制
限
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
資
源
管
理
措
置
を
講

じ
て
き
た
。
同
時
に
投
石
に
よ
る
漁
場
造
成
や
移

植
・
放
流
に
よ
る
資
源
増
殖
を
試
み
て
き
た
経
緯
が

あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
水
産
研
究
所
の
技
術
的
な

支
援
が
期
待
さ
れ
て
き
た
。

　
ア
ワ
ビ
類
の
移
植
や
放
流
に
関
す
る
試
験
は
、
大

正
七
年
の
牟
岐
町
地
先
で
の
標
識
放
流
や
、
昭
和
一

年
の
日
和
佐
町
地
先
で
の
三
重
県
産
マ
ダ
カ
ア
ワ
ビ

の
移
植
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
昭
和
三
三~

三
九

年
に
か
け
て
は
伊
島
、
阿
部
、
日
和
佐
町
、
牟
岐
町

の
各
地
先
へ
宮
城
県
産
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
を
、
昭
和
五

四
、
五
五
年
度
に
も
伊
島
と
由
岐
町
の
地
先
へ
エ
ゾ

ア
ワ
ビ
を
放
流
し
た
が
、
生
残
率
は
低
い
よ
う
で
あ

り
、
本
種
の
移
植
に
は
検
討
を
要
す
る
と
し
て
い

る
。
そ
の
他
、
漁
協
が
自
主
放
流
し
た
ア
ワ
ビ
類
の

追
跡
調
査
を
随
時
お
こ
な
っ
て
い
る
。
昭
和
三
六
年

度
か
ら
本
格
的
に
は
じ
ま
っ
た
ク
ロ
ア
ワ
ビ
人
工
種

苗
生
産
に
関
す
る
研
究
は
、
昭
和
四
〇
年
代
中
頃
ま

で
に
は
実
用
的
な
技
術
と
し
て
完
成
し
、
昭
和
五
五

年
度
に
徳
島
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
へ
技
術
移
転
を

終
了
し
た
後
、
本
種
の
量
産
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
間
、
栽
培
漁
業
や
資
源
管
理
型
漁
業
の
推

進
に
必
要
な
情
報
を
得
る
目
的
で
、
天
然
貝
の
動
態

や
棲
息
環
境
調
査
、
人
工
種
苗
の
放
流
試
験
を
お
こ

な
い
、
標
本
船
日
誌
や
漁
獲
調
査
か
ら
放
流
貝
の
成

長
や
回
収
率
を
推
定
す
る
と
と
も
に
、
各
地
先
で
の

繁
殖
・
保
護
対
策
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
棲
息

場
所
の
供
給
や
漁
場
造
成
を
お
こ
な
う
目
的
で
、
藻

場
や
人
工
礁
の
造
成
に
関
す
る
試
験
・
調
査
を
各
地

先
で
実
施
し
て
い
る
。

　
ア
ワ
ビ
類
に
関
す
る
そ
の
他
の
話
題
と
し
て
、
昭

和
五
三~

五
七
年
度
に
実
施
さ
れ
た
ト
コ
ブ
シ
人
工

種
苗
の
生
産
・
放
流
に
関
す
る
試
験
、
昭
和
五
七
年

夏
期
に
由
岐
町
地
先
で
お
こ
っ
た
異
常
斃
死
や
、
平

成
三
年
度
に
牟
岐
町
津
島
で
お
こ
っ
た
生
物
被
害
に

関
す
る
調
査
が
記
憶
に
新
し
い
。

　
水
産
研
究
所
に
お
け
る
磯
根
資
源
の
研
究
は
、
ア

ワ
ビ
類
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
く
、
資
源
培
養
に
関
す
る
様
々
な
知
見
の
蓄
積

と
と
も
に
、
生
物
情
報
に
基
づ
い
た
資
源
管
理
方
法

を
現
場
に
提
供
し
て
き
た
。
今
後
、
資
源
の
維
持
・

増
殖
を
図
る
う
え
で
、
人
工
種
苗
の
放
流
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
経
費
を

意
識
し
た
栽
培
漁
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
結
論
を

急
ぐ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

�
サ
ザ
エ
に
関
す
る
課
題

　
サ
ザ
エ
は
採
貝
漁
業
の
重
要
な
漁
獲
対
象
で
は
あ

る
も
の
の
、
ア
ワ
ビ
類
に
較
べ
る
と
増
養
殖
に
対
す

る
要
望
は
高
く
な
い
。
水
揚
げ
が
低
迷
し
た
時
期
も

あ
る
が
、
天
然
資
源
の
回
復
力
が
強
く
、
漁
獲
量
が

高
位
に
安
定
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
ろ
う
。

昭
和
二
三
年
に
は
サ
ザ
エ
を
主
原
料
に
し
た
廉
価
な

加
工
品
を
開
発
す
る
目
的
で
、
コ
ン
ブ
と
野
菜
を
配

し
た
缶
詰
製
品
の
製
造
試
験
を
お
こ
な
っ
た
。
昭
和

四
八
、
四
九
年
度
に
は
サ
ザ
エ
資
源
保
護
対
策
の
基

礎
資
料
を
得
る
た
め
、
伊
島
・
椿
泊
か
ら
浅
川
ま
で

の
一
〇
カ
所
の
地
先
で
漁
獲
実
態
を
調
査
し
、
漁
期

ご
と
の
漁
獲
サ
イ
ズ
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
産
卵
期

や
生
物
学
的
最
小
形
を
推
定
し
て
い
る
。
昭
和
五
五

~

六
二
年
度
の
期
間
に
お
い
て
は
、
サ
ザ
エ
資
源
の

維
持
・
増
殖
を
図
る
目
的
で
、
種
苗
生
産
と
放
流
技

術
の
開
発
試
験
を
お
こ
な
っ
た
。
人
工
種
苗
の
量
産

は
可
能
と
し
た
が
、
放
流
後
の
成
長
・
移
動
・
棲
息

場
所
に
関
す
る
知
見
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
ず
、
人
工



藻
礁
の
効
果
も
疑
問
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
源
保

護
と
増
殖
上
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
試

験
で
は
、
阿
部
地
先
で
の
漁
獲
サ
イ
ズ
と
個
体
成
長

の
推
定
を
試
み
、
橘
町
や
日
和
佐
町
の
地
先
で
標
識

放
流
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。
産
卵
期
の
長
い
サ
ザ

エ
は
成
長
の
個
体
差
や
地
域
差
が
大
き
く
、
資
源
解

析
に
必
要
な
情
報
の
取
得
は
困
難
と
思
わ
れ
る
が
、

種
苗
放
流
と
産
卵
期
の
禁
漁
に
よ
る
資
源
増
殖
、
漁

獲
の
殻
長
下
限
の
見
直
し
に
よ
る
資
源
保
護
は
重
要

で
、
ク
ロ
ア
ワ
ビ
の
増
殖
手
法
と
同
様
に
考
え
て
も

良
い
と
し
て
い
る
。

�
イ
セ
エ
ビ
に
関
す
る
課
題

　
イ
セ
エ
ビ
は
ア
ワ
ビ
類
と
並
ぶ
高
級
な
漁
獲
物
で

あ
り
、
古
く
か
ら
資
源
増
殖
が
期
待
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
生
態
や
資
源
量
の
把
握
が
容
易
で

は
な
く
、
人
工
種
苗
の
生
産
も
困
難
な
こ
と
か
ら
、

禁
漁
区
の
設
定
や
人
工
礁
の
設
置
に
よ
る
繁
殖
助
長

が
経
験
的
に
試
み
ら
れ
、
操
業
実
態
や
標
識
放
流
を

用
い
た
天
然
資
源
の
動
態
が
長
期
に
渡
っ
て
調
査
さ

れ
て
き
た
。

　
昭
和
四
〇~

四
五
年
度
に
は
人
工
種
苗
の
生
産
・

放
流
を
目
的
と
し
た
孵
化
幼
生
の
飼
育
試
験
を
お
こ

な
っ
た
が
、
飼
育
上
の
問
題
点
が
多
い
た
め
失
敗
に

終
わ
っ
て
い
る
。
今
日
に
至
る
ま
で
イ
セ
エ
ビ
人
工

種
苗
の
効
率
的
な
生
産
技
術
は
確
立
さ
れ
お
ら
ず
、

本
種
の
栽
培
漁
業
化
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
。
昭
和
四
六~

四
八
年
度
に
は
イ
セ
エ
ビ
増

殖
対
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
目
的
で
、
海
部
沿
岸
か

ら
沖
合
に
か
け
て
浮
遊
幼
生
の
分
布
調
査
を
お
こ

な
っ
た
。
調
査
船
「
と
く
し
ま
」
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

ネ
ッ
ト
を
曳
網
し
て
の
採
集
作
業
で
は
、
イ
セ
エ
ビ

属
の
浮
遊
幼
生
三
タ
イ
プ
・
三
〇
〇
個
体
を
採
取
し

て
お
り
、
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
マ
幼
生
に
関
す
る
嚆
矢
的
な

研
究
と
し
て
今
な
お
評
価
が
高
い
。
昭
和
五
一~

五

三
年
度
に
は
沿
岸
域
に
漂
着
す
る
プ
エ
ル
ル
ス
の
蝟

集
場
所
を
調
査
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
永
久
構
造

物
を
沈
設
す
る
こ
と
で
、
イ
セ
エ
ビ
を
定
着
・
保
護

す
る
た
め
の
試
験
を
試
み
て
い
る
。
昭
和
六
三~

平

成
一
一
年
度
に
か
け
て
は
、
天
然
資
源
の
生
態
把

握
、
増
殖
場
造
成
の
事
前
調
査
、
将
来
的
な
人
工
種

苗
の
放
流
を
考
慮
し
た
増
殖
技
術
の
開
発
試
験
が
実

施
さ
れ
、
イ
セ
エ
ビ
漁
業
の
実
態
把
握
や
資
源
生
態

な
ど
に
関
す
る
一
連
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
漁

獲
物
の
測
定
、
操
業
実
態
の
聞
き
取
り
、
水
揚
げ
日

誌
の
解
析
、
移
動
・
分
散
・
成
長
を
把
握
す
る
た
め

の
標
識
放
流
、
浮
遊
幼
生
と
プ
エ
ル
ル
ス
の
出
現
時

期
・
蝟
集
場
所
の
把
握
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
調
査
の

な
か
か
ら
、
南
部
海
域
に
お
け
る
イ
セ
エ
ビ
漁
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
、
限
ら
れ
た
天
然
資
源
を
経
済
的

に
有
効
利
用
す
る
た
め
の
諸
提
案
を
お
こ
な
え
た
こ

と
は
、
大
き
な
成
果
と
言
え
よ
う
。

�
ウ
ニ
類
に
関
す
る
課
題

徳
島
県
で
は
ア
カ
ウ
ニ
、
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
、
バ
フ

ン
ウ
ニ
が
漁
獲
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
増
殖
や
加

工
試
験
に
関
す
る
研
究
は
多
く
な
い
。
ア
ワ
ビ
類
と

の
餌
料
や
棲
息
場
所
を
め
ぐ
る
競
合
を
懸
念
し
た
も

の
と
思
わ
れ
、
塩
蔵
加
工
後
の
長
期
保
蔵
が
困
難
で

あ
る
点
も
、
ウ
ニ
類
の
研
究
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

ア
カ
ウ
ニ
の
卵
巣
を
用
い
た
加
工
試
験
は
、
大
正

一
〇
年
に
鳴
門
市
北
泊
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
昭

和
二
五~

二
六
年
の
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
卵
巣
利
用
化

試
験
で
は
、
卵
重
量
や
卵
巣
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
２
の
季
節
変
化
を
明
ら
か
に
し
、
製
法
の
改
良
に

よ
っ
て
、
従
来
品
よ
り
高
品
質
な
製
品
が
得
ら
れ
た

こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
昭
和
五
八~

六
一
年
度
に

は
、
増
養
殖
の
対
象
種
と
し
て
ウ
ニ
類
の
将
来
性
が

検
討
さ
れ
、
種
苗
生
産
試
験
や
資
源
生
態
調
査
が
実

施
さ
れ
た
。
ウ
ニ
類
の
種
苗
は
量
産
が
可
能
で
あ

り
、
大
型
褐
藻
以
外
の
海
藻
を
餌
料
と
し
て
使
用
で

き
る
の
で
、
増
養
殖
の
場
所
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
、

高
齢
者
の
副
業
と
し
て
有
望
と
し
て
い
る
。

�
マ
ナ
マ
コ
に
関
す
る
課
題

　
徳
島
県
で
は
マ
ナ
マ
コ
の
漁
獲
量
が
多
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
塩
干
品
の
大
部
分
は
県
外
で
加
工
さ
れ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
地
場
産
業
の
育
成
を
目
的
と
し
た

加
工
試
験
が
、
明
治
三
四~

四
一
年
に
か
け
て
実
施

さ
れ
た
。
製
法
の
改
良
や
原
料
の
選
別
・
歩
留
ま
り

に
関
す
る
新
技
術
が
開
発
さ
れ
た
も
の
の
、
旧
法
の

ま
ま
で
活
用
さ
れ
ず
、
今
日
に
至
っ
て
は
マ
ナ
マ
コ

の
加
工
業
は
徳
島
県
に
は
根
付
い
て
い
な
い
。
昭
和

五
八~

六
一
年
度
の
期
間
に
お
い
て
、
人
工
種
苗
の

放
流
に
よ
る
資
源
の
維
持
回
復
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
自
然
産
卵
や
温
度
刺
激
法

で
幼
生
を
得
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
ア
ウ
リ
ク
ラ
リ

ア
期
の
生
残
が
不
安
定
で
、
効
率
的
な
人
工
種
苗
の

生
産
技
術
は
開
発
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
マ
ナ
マ

コ
増
殖
の
基
礎
資
料
を
得
る
目
的
で
、
阿
部
地
先
で

お
こ
な
っ
た
資
源
生
態
調
査
で
は
、
棲
息
場
所
と
個

体
サ
イ
ズ
に
関
す
る
明
確
な
指
標
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
の
、
砂
礫
底
の
拡
が
る
当
該
海
域
で
は
ア
オ

ナ
マ
コ
よ
り
も
ア
カ
ナ
マ
コ
の
分
布
が
多
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
人
工
種
苗
の
標
識
装
着
に
関
す
る
試
験

で
は
、
脱
落
の
激
し
い
タ
グ
な
ど
の
外
部
標
識
は
不

適
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
焼
き
印
に
よ
る
標
識
方
法

を
提
案
し
て
い
る
。

(

吉
見 

圭
一
郎)


